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し，総理府直轄の位置づけとするように勧告したもので

ある．当時と現在とでは，医学教育に関する問題点が大

きく変化しているので，主旨を再検討することになろ
う．

　昭和58年5月に「がんに関する教育・研究・診療対策

の確立について」の要望が政府に提出され，また，昭和

60年6月には「脳疾患に関する教育・研究・診療対策と

しての臨床神経生理学講座の設置について」の要望が提

出された．

　これらの問題は何れも重要な事項であり，ことに後者

は脳死の判定などに関したことが対象になるので重要な

目的を含む．今期においても実現に向けての努力が続け

られる予定である．

　今日，医学教育問題は討議する場が輻較している．21

世紀に向けて整理していくなかで，行政機関に勧告権を

もつ日本学術会議として使命を果たすため，各組織と連

絡を密にして効率をたかめたいと考えている．

　　　　　　　　　（日本学術会議第7部　水越　治）
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昭和60年3月　日本医師会

　教育改革は，常に社会問題として提起されているが，

その解決策については容易に合意が得られないのが実情

である．

　ことは人間のあり方にふれる問題であり，これがひい

ては社会全体のあり方，方向づけ，構造へと幅広くかつ

奥深く影響を及ぼしてゆくものである．したがって，教

育というものの基本的な認識から始まる慎重な検討が必

要である．

　日本医師会は，日頃から医学・医療の進展を受けて人

間をいかにとらえ，社会の中の医療という観点から種々

の問題にどのように対処すべきか腐心しているところで

ある．とりわけ，人間の誕生から死に至る全局面におけ

る適切な医学・保健教育の適応を構想している．乳幼児

保健から老人保健までのいずれをながめても，医療と教

育は連携して関わりをもっているものであると考える．

　したがって，人間の成長過程そのものにかかわる教

育，そしてそのような人間の生命に深く関与している医

師の養成及び教育については教育改革にあたって決して

忘れられてはならない要件である．

　こうした考えの下に日本医師会は医学教育及び学校保

健を中心とする全成長過程における保健教育について以

下のように提言するものである．

　医学教育に対する提言

　1．医学及びその社会的適応である医療は，高度の倫

理性を求められている．したがって，医学教育には学力

のみを重視せず人格の適性を判定する必要がある．

　2．医師養成については，医学教育の特殊性と社会的

に適正な医師を配慮した計画性を持つ必要がある．

　本会においては，人口10万対180人程度の医師数が適

当と考えている．

　3．医学教育カリキュラムは，基礎医学と臨床医学を

有機的に関連させる方向で再編成すべきである．

　4．大学医学部の組織を，人事，研究活動などにおい

て弾力的な交流，運用がはかられるよう活性化するこ

と．

　5．大学医学部附属病院は，本来の目的である医学教

育の場としての特性を重視すること．

　6．特殊な目的で設置された医科大学（自治医科大学，

産業医科大学など）は，本来の使命を果たす医師の養成

に徹すべきである．

　7．大学医学部などは単に学生の教育を行うだけでな

く，卒業生はもとより所属する地域の医師に対する生涯

教育についてもその一端を担う責任を持つべきである．

　保健教育に関する提言

　1．保健教育においては，心と体の健全な育成に着目

すること．

　2．ライフサイクルを通じた健康増進の重要性に鑑み，

義務教育課程における保健教育を重視すること．

　3．保健教育の一貫性を尊重し，就学前の乳幼児保育

を重視すること．

　4．保健教育に携わる指導者，とりわけ家校保健教育

要員の養成について教育制度の中で配慮すること．

　5．学校保健に直接関与する学校医の学術的知識が十

分尊重されるよう，制度の確立を図ること。


